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①ホルダーの「φ２０用」側にセットプレートを取り付けます。

　・フレキツバ出し加工は必ず３つ山をつぶして下さい。３つ山以外でつぶされますと水モレの ＊セットプレートはホルダーのツメ側に取り付けてください。

　・原因となります。 ②ホルダーを本体に取り付けてハンドルが水平になるまで下ろします。

　・ホルダー、セットプレートは重要ですので、なくさないようケースに入れて保管して下さい。 ＊ハンドルを下ろす際、指などをケガしないようにご注意ください。

　・他社製フレキを使用した場合、ツバ出しが正しく出来ないことがあります。 ③ホルダーを　　 方向へ動かし、ガタツキがないか確認します。

　・ご使用前にホルダーとアダプターが正しい位置にあるか、セットプレートで確認して下さい。

　・また、ロックナット及びアダプターが緩んだ状態で使用しないで下さい。

　・動作不良の原因となる為、下図に示す注油箇所に定期的に潤滑油を注油して下さい。

　・ハンドルを下げる時、ホルダー周囲に手を置かないで下さい。手が挟まれケガをする恐れが

　・あります。 ＊作業は上記の続きで行ってください。

　・カシメールの持ち運びはハンドルだけで行わず、必ず本体を持って下さい。ハンドルが急に ①ハンドルが水平の状態で、シャフトとロックナットをスパナ掛けしてゆるめます。

　・戻り付属品の落下の原因となり、ケガをする恐れがあります。 ②調整ネジをまわして、アダプターがセットプレートに当たるように調整をします。

　・小さなお子さまには絶対にさわらせないで下さい。ケガをする恐れがあります。 ③ロックナットを締めて固定し、ホルダーにガタツキがないことを確認します。

①巻フレキをフレキカッターで必要な長さ ②ホルダーのツメ側に３つ山をセットする。

①に切断し、切り口のバリを取って下さい。

③ハンドルを上げた状態でホルダーを本体 ④ハンドルが水平になる下死点までゆっくり

③にセットし、蝶ネジでしっかり固定する。 ④押し下げる。（下死点からさらに無理な力

③(セットプレートは外して下さい。) ④を加えないで下さい。）

＊作業面がすべる場合は、付属のゴム台を使

④用してください。

⑤本体が浮き上がらないように押さえながらハンドルを持ち上げて、蝶ネジを緩め、ホルダー

④を外しフレキを取り出して下さい。

以下の手順でホルダーに、ガタツキがないかを確認してください。

　　使用上の注意

ガタツキがある場合は、以下の手順でストローク調整を行ってください。

　カシメールを正しくお使いいただくために、本説明書をよく読み、以下のことをお守り下さい。　　　　　　　　　　　　　　　。

　　安全上の注意

使用する前に

本　体

各部の名称 使用方法

ホルダ－

ゴム台

セットプレート
（確認・調整用）

付 属 品

プレス方向

ツメ

巻フレキ

フレキカッター

ホルダー

本体

φ１６、φ１６．８用

φ２０用

ハンドル

本体

シャフト

ロックナット

調整ネジ

蝶ネジ

ホルダー

アダプター

注油箇所

注油箇所


